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測装置 PDI（Propagation Diagnostics in upper atmosphere by Infrasonic/Acoustic waves）の開発を行っている。音












ロケット頭胴部に搭載し音波伝搬を計測する PDIは、図 1 に示すスピーカ部（a）、メインマイク部（b）、エレキ部
（c）、サブマイク部（d）、圧力計（e）からなる。ロケット上昇時にエレキ部から 10 Hzから 1 kHzおよび無音の 8音を
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ロケット内に設計図面を模擬して配置した。実験手法としては、図 2（右）に示したように PDI を真空チャンバ内に
設置し、チャンバの外側ではデータ取得を 2通りの方法で行った。1つは実際のフライトを模擬してPDI計測デー
タを模擬テレメータ中継装置を介して S-310-41号機のフレーム・ワード表に従ってバイナリデータを PCで取得す
る方法、2 つ目は PDIの各マイクが取得したアナログ信号を計測用 PC のサウンドボードに入力し、AD 変換する
方法である。なお、今回の解析では PCのマイク端子から入力したデータを用いた。 
  




















表 1 環境試験条件 
図 3 メインマイク振動・衝撃試験 
正実験で正常に動作することを確認した。 
5．実験結果 
観測ロケット搭載用音波伝搬特性計測装置 PDI の較正実験を 2 台の真空チャンバにて実施した。計測はメイ
ンマイクおよび 2台のサブマイクの計 3台について、スピーカからの出力電力 1 Wで、気圧 105 Paから 10-4 Paま
での周波数 10 Hzから 1 kHzまでの音波伝搬特性計測を実施し、ロケット実験のための較正データを取得した。
本実験により大気圧が低下することにより、音波の伝搬強度も減少することに加え、各マイクの周波数特性が明ら
かになった。 
図 4 は大型スペースチャンバで PDIにより計測した結果であり、（a）は気圧 1.0×104 Pa、出力周波数 500 Hz
においてメインマイクにより計測した受音信号のパワースペクトル、各気圧における音波伝搬特性を得るため（b）
はメインマイク、（c）はサブマイク 1、（d）はサブマイク 2 について示した周波数ごとの受音信号強度（当該周波数
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